
名
、
香
里
中
高
教
員
四
名
、
女
子
中
高
教
員
二

名
、
大
叢
員
七
名
、
中
学
校
職
員
一
名
、
赴
二
十

八
名
で
あ
る
。
松
山
総
長
と
野
本
真
也
理
事
長
か

ら
歓
迎
の
こ
と
ば
松
べ
ら
れ
、
野
本
理
事
長
か

ら
一
人
一
人
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
た
な
お
、
こ
の

他
に
大
学
教
旦
名
を
九
月
一
日
付
で
採
用
予

定
。

創
立
二
孟
周
年
記
念
事
業
計
画

創
立
三
一
五
周
年
記
念
事
業
計
画
は
昨
年
九

月
十
一
日
に
創
立
三
孟
周
年
記
念
事
業
準
備
委

員
会
か
ら
「
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
計
画
の

概
聾
に
つ
い
て
、
の
報
告
を
受
け
、
同
年
十
一
月
一

日
に
委
員
会
規
程
の
制
定
な
ら
び
に
委
員
会
の
設

置
を
行
い
、
準
備
作
業
か
ら
本
格
的
な
事
業
の
策

定
段
階
に
人
っ
た
。

本
年
五
月
士
日
開
催
の
第
二
回
創
立
ご
一
五

周
年
記
念
事
業
委
員
会
で
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の

四
つ
の
柱
を
立
て
て
具
体
的
な
計
画
を
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
検
討
が
進
め
ら
れ
る
。

(
)
精
神
教
育
施
設
お
よ
び
国
際
交
流
施
設
の

建
設

(
)
同
志
社
二
五
年
史

(
)
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
復
元
、
保
存
整
備
・
活

用

法
人
部

同
志
社
総
長
に
松
山
義
則
総
長
が
就
任

四
月
一
貝
松
山
義
則
総
長
が
同
志
社
総
長
に

就
任
。
松
山
総
長
は
十
六
代
総
長
と
し
て
四
期
目

と
な
る
。
任
期
は
一
九
九
七
年
四
刃
一
日
か
ら
二

0
0
一
年
三
月
一
十
一
日
ま
で
。

一
九
九
七
年
度
入
社
式
挙
行

四
月
三
日
、
大
学
神
学
館
礼
拝
堂
に
て
入
社
式

を
挙
行
し
た
本
年
度
の
四
月
一
日
付
採
用
は
、
大

学
教
員
十
九
名
、
女
子
大
学
教
員
一
名
、
高
校
教
員

(
四
)
同
志
社
小
学
校
設
置
構
想

同
志
社
教
学
懇
談
会
を
開
催

同
志
社
が
建
学
の
精
神
に
立
脚
し
て
教
学
を
一

鼎
性
化
し
、
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
、
校
長
会
の

も
と
に
同
志
社
教
学
懇
談
会
を
設
置
し
た
。

第
一
同
目
は
、
五
月
九
日
に
「
同
志
社
教
育
の
質

的
高
度
化
の
た
め
の
と
り
く
み
1
少
子
化
傾
向
へ

の
対
策
な
ど
1
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
二
回
目
は
、
七

月
一
日
に
「
外
国
語
教
育
を
通
し
て
同
志
社
の
国

際
性
を
考
え
る
し
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

一
九
九
七
年
春
の
叙
勲
受
章

五
月
九
日
、
国
立
劇
場
大
劇
場
で
一
九
九
七
年

春
の
叙
勲
の
伝
達
式
が
挙
行
さ
れ
、
本
法
人
関
係

者
か
ら
は
、
女
子
大
学
名
誉
教
授
渡
邊
英
一
氏
が

勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
。

標
登
録

本
法
人
は
一
九
九
二
年
七
月
末
か
ら
商
標
登

録
を
進
め
て
き
た
が
、
本
年
五
月
十
四
日
付
特
許

庁
の
審
判
に
お
い
て
、
類
似
の
商
標
を
持
っ
民
間

企
業
の
商
標
を
無
効
と
す
る
審
判
請
求
轟
定
さ

れ
、
最
終
的
な
登
録
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
登
録
を
進
め
て
い
る
商
標
は
、
「
同
志
社
」

「
轟
L
 
「
*
o
o
m
豆
m
冨
L
 
「
乏
=
ユ
刈
0
ぐ
円
」
「
O
Z
固

ヤ
d
弔
0
給
」
の
五
種
類
で
あ
る
(
た
だ
し
、
商
標

の
区
分
上
は
十
種
類
)
。
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創
立
一
二
周
年
記
念
事
業
募
金
建
物
タ

ブ
レ
ツ
ト
取
付
け

三
月
二
十
八
貝
創
立
三
一
周
年
記
念
事
業

募
金
の
寄
付
者
ご
芳
名
を
記
載
し
た
建
物
タ
ブ
レ

ツ
ト
を
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
記
念
館
お
よ
び
新
島
記
念
講

堂
無
置
し
た
。

大
学

A
K
P
2
5
周
年
記
念
「
国
際
教
育
に
関
す
る

A
K
P
1
同
志
社
交
流
会
議
」
が
本
学
で
開
催
(
巻

頭
グ
ラ
ビ
ア
に
記
事
)

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
首
相
か
講
演

ハ
ム
・
賓
と
し
て
来
日
し
て
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
首

相
パ
ー
ヴ
ォ
・
り
ツ
ポ
ネ
ン
氏
が
四
月
十
八
旦
今

出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
明
徳
館
一
番
教
室
需
演
を
行

つ
た
。
同
首
相
は
か
ね
て
か
ら
、
来
日
の
折
に
は
日

本
の
大
学
生
と
の
交
流
を
希
望
し
て
お
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
、
本
学
で
の
開
催
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

大
使
館
か
ら
の
要
望
で
実
現
し
た

演
題
は
'
.
剛
ヨ
一
讐
ル
 
N
一
芽
ゆ
工
魯
二
 
0
-

0
3
乏
ヨ
言
 
Z
O
-
=
曾
=
団
三
0
で
ゅ
、
、
(
「
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
一
北
欧
地
域
に
お
け
る
成
長
拠
点
」
)
で
、
同

国
の
E
U
加
盟
な
ら
び
に
加
盟
国
閻
の
協
力
の
意

義
と
環
境
保
護
へ
の
取
組
み
な
ど
が
講
じ
ら
れ

た
。
ま
た
首
相
は
学
生
の
質
問
に
答
え
て
、
同
国
と

日
本
と
の
関
係
強
化
を
訴
え
た
。

講
演
の
模
様
は
テ
レ
ビ
訥
義
方
式
で
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
も
同
時
中
継
さ
れ
、
約
四
百
人
(
今
出
川

三
百
人
、
田
辺
百
人
)
あ
ま
り
の
学
生
が
ヨ
ー
ロ
ッ

の
現
役
首
相
と
討
論
す
る
機
会
に
浴
し
た
。

ハ

業
生
か
ら
在
学
生
へ
の
贈
り
物

1
経
済
学
部
「
寄
付
講
座
」
開
講

経
済
学
部
卒
業
生
で
組
織
さ
れ
て
い
る
同
経
会

が
準
備
を
進
め
て
き
た
寄
付
誠
座
が
、
今
春
か
ら

経
済
田
添
の
三
年
生
以
ヒ
を
対
象
と
し
た
専
門
科

目
「
日
本
経
済
と
私
の
経
営
論
L
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
全
国
の
大
学
で
企
業
や
各
種
団
体
が
提
供

す
る
寄
付
誠
座
は
少
な
く
な
い
が
、
同
窓
団
体
が

資
金
面
、
訥
師
派
造
に
お
い
て
も
全
面
的
に
支
援

す
る
も
の
は
珍
し
い
。
外
部
の
経
営
者
を
講
師
と

し
て
招
く
専
門
科
目
授
業
も
、
本
学
で
は
大
学
院

で
は
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
学
部
レ
ベ
ル
で
は

初
め
て
。
同
時
に
こ
の
講
座
は
、
経
済
学
部
が
市
民

に
提
供
す
る
初
の
公
開
誠
座
で
も
あ
る
。

本
訥
座
の
開
設
は
、
高
度
化
・
複
雑
化
を
た
ど
る

経
済
犠
を
理
論
と
現
実
の
両
血
か
ら
バ
ラ
ン
ス

よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
誠
師
を
務
め
る

経
営
者
に
ょ
る
、
視
野
の
広
い
講
義
が
行
わ
れ
て

い
る
。
既
に
行
わ
れ
た
前
期
の
講
義
内
容
と
需

陣
の
顔
ぶ
れ
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
経
営
」
<
ダ
イ
キ
ン

工
業
(
株
)
代
表
取
締
役
社
長
・
井
上
礼
之
さ
ん
(
肌

経
済
卒
)
>
、
「
変
革
の
時
代
に
立
ち
向
か
う
企
業
経

営
1
飢
世
紀
型
企
業
へ
の
新
視
点
1
L
<
オ
ム
ロ
ン

(
株
)
代
表
取
締
役
会
長
・
立
石
信
雄
さ
ん
翁
経

済
卒
)
>
な
ど
。

本
訥
座
は
三
年
問
継
続
し
て
行
う
予
定
。
本
年

度
の
登
録
状
況
は
学
生
・
大
学
院
生
が
計
約
4
7

0
人
、
市
民
の
受
訥
者
は
毎
同
1
0
O
S
2
0
0

人
程
度
が
出
席
し
て
お
り
、
関
心
の
高
さ
を
う
か

が
わ
せ
て
い
る
。

四
氏
に
名
巻
学
位
を
贈
呈

同
志
社
大
学
評
議
会
は
、
王
相
殷
、
黒
岩
重

吾
、
士
井
多
賀
子
、
井
植
敏
の
四
氏
に
同
志
社
大

学
名
誉
文
化
博
士
の
学
位
を
贈
呈
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
そ
の
贈
呈
式
が
5
月
鴉
日
神
学
館
礼
拝
堂

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
に
記
事
)

四
氏
の
略
歴
は
次
の
と
お
り

、
A
N
し
酷
U
N

相
殷
氏

王1
9
2
0
年
3
月
紅
日
生

1
9
4
1
年
同
志
社
高
等
商
業
学
校
卒
業

1
9
5
2
年
協
成
海
運
株
式
会
社
代
表
理
事

1
9
7
5
年
大
英
帝
国
コ
マ
ン
ド
勲
章
受
章

1
9
8
0
年
大
韓
赤
十
字
社
中
央
常
任
委
員
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1
9
8
3
年
西
独
十
字
功
労
大
動
章
受
章

1
9
9
1
卸
民
干
平
和
統
一
諮
問
会
議
副
議
長

日
本
国
勲
二
等
瑞
宝
章
受
章

く
ろ
い
わ
じ
ゆ
う
ご

黒
岩
重
吾
氏

1
9
2
4
年
2
月
部
目
生

1
9
4
7
年
同
志
社
大
学
(
旧
制
)
法
経
ψ
添

法
律
学
科
卒
業

1
9
6
0
年
第
"
川
適
木
賞
受
賞

1
9
8
0
年
第
N
回
吉
川
英
治
文
学
賞
受
賞

1
9
9
1
年
紫
綬
褒
音
吉
素

1
9
9
2
年
第
卯
回
菊
池
寛
賞
受
賞

ピ

業

1
9
8
6
年
洋
電
機
株
式
会
社
社
長

1
9
9
0
年
ボ
ス
ト
ン
大
学
名
誉
法
学
脚
士
受

土
井
多
賀
子
氏

1
9
2
8
年
Ⅱ
月
^
日
生

1
9
5
7
年
同
志
社
大
学
法
学
研
究
科

修
士
課
程
政
治
学
専
攻
修
了

1
9
6
9
年
衆
議
院
議
員
(
S
現
在
)

1
9
8
6
年
日
本
社
会
党
委
員
長

1
9
9
3
年
衆
議
院
議
長

1
9
9
6
年
社
会
民
事
兌
党
首

大
力

1
9
9
2
年
三
洋
選
機
株
式
会
社
会
長

藍
裟
褒
章
受
章

工
学
研
究
科
か
1
9
9
7
年
度
私
立
大
学

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
選
定
を
受

け
る本
年
度
か
ら
文
部
省
四
希
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

迩
事
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
の
事
業
は
、
私
立
大
学

の
本
饒
研
究
科
な
ら
び
に
研
究
所
の
中
か
ら
、

す
ぐ
れ
た
研
究
業
績
を
あ
げ
て
い
る
と
同
時
に
内

外
の
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い
る

卓
越
し
た
研
究
組
織
を
「
〕
希
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
拠
点
」
に
指
定
し
、
研
究
施
設
や
研
究
装
過
の
ハ

ー
ド
と
、
研
究
費
や
研
究
ス
タ
ッ
フ
経
費
等
の
ソ

フ
ト
倫
而
に
対
し
て
総
合
的
に
支
援
し
て
私
立

大
学
に
お
け
る
研
究
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
ょ

り
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る

初
年
度
の
1
9
9
7
年
度
は
、
本
学
工
学
研
究

科
を
含
む
口
の
研
究
組
織
が
令
国
か
ら
選
定
さ
れ

た
。
工
学
研
究
科
で
は
、
こ
の
事
業
の
も
と
に
、

1

先
端
材
料
と
複
雑
系
科
学
、
 
2
.
生
体
材
料
と

い
、
ワ
え
曳
L
と
し

井
植
敏
氏

1
9
3
2
年
2
打
器
日
牛

1
9
5
6
年
同
志
社
大
挙
工
学
都
屯
気
学
科
卒

環
境
適
合
機
能
、
 
3
.
電
磁
環
境
と
イ
ン
テ
リ
ジ

エ
ン
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
3
つ
の
研
究
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
を
専
攻
横
断
的
に
組
織
し
、
 
5
年
問
に

8
億
5
千
万
円
の
予
算
規
模
で
次
世
代
技
術
に
大

き
く
貰
献
す
る
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
杣
極

的
に
朧
進
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

工
学
研
究
科
は
昨
年
度
も
、
「
ナ
ノ
枇
造
ハ
イ
プ

リ
ッ
ド
デ
バ
イ
ス
開
発
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
L
 
が
、

最
先
端
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
し
て
「
ハ

イ
テ
ク
.
り
サ
ー
チ
.
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
L
 
の
選

定
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
2
つ
の
大
型
の
柿
助
に

よ
っ
て
工
学
研
究
科
の
高
度
研
究
機
揣
の
整
備
が

大
き
く
進
む
こ
と
に
な
る

同
志
社
大
学
東
京
講
座
が
ス
タ
ー
ト

か
ね
て
ょ
り
準
備
を
進
め
て
き
た
東
京
゛
座
の

初
同
誌
義
が
、
 
6
月
Ⅱ
H
渋
谷
の
束
京
山
手
教
会

で
開
催
さ
れ
、
 
2
7
3
人
の
出
」
邪
名
が
森
孝
一

"子

学
部
教
授
の
「
宗
教
か
ら
よ
む
『
ア
メ
リ
カ
』
」
と

篠
原
総
一
経
済
学
部
教
授
の
日
本
経
済
の
枇
造

変
化
を
ど
う
読
む
か
」
の
議
義
に
耳
を
傾
け
た
。
東

需
座
の
取
り
紲
み
は
、
同
志
社
大
学
の
教
育
・
研

究
成
果
の
公
開
を
、
関
西
地
区
だ
け
で
は
な
く
全

国
規
模
で
展
開
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
テ
ー
マ
の

ル
波
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
代
の
ト
ヒ
カ
ル
な
も
の

と
、
キ
リ
ス
ト
教
や
祠
志
社
の
歴
史
を
主
題
と
し
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ン
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た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
生
涯
学
習
へ

の
二
ー
ズ
の
一
局
ま
り
や
、
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
社

会
の
中
で
、
人
々
の
関
心
が
多
様
な
領
域
へ
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
配
慮
し
た
。

受
講
者
の
募
集
は
、
「
同
志
社
大
学
ホ
ー
ム
.
ペ

ー
ジ
」
や
『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
、
朝
日
、
読
売
新

聞
の
東
京
版
、
『
り
ビ
ン
グ
新
聞
』
を
利
用
し
て
行

つ
た
が
、
釦
人
の
定
員
に
対
し
て
、
第
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
3
6
0
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
急
き
ょ
定

員
枠
を
増
や
し
て
会
場
も
大
礼
拝
堂
に
変
更
し

た
。
(
な
お
、
 
6
月
舒
日
現
在
、
の
べ
5
6
9
人
の

応
募
が
あ
る
)

即

こ
の
日
の
受
講
者
の
年
齢
層
分
布
は
、
鈴
代
、

代
が
約
器
%
ず
っ
で
全
体
の
半
数
を
占
め
、
卯
代

が
約
即
%
、
恥
代
、
釦
代
が
そ
れ
ぞ
れ
W
%
強
と
続

く
。
ま
た
、
最
年
少
は
玲
歳
最
高
齡
は
乃
歳
で
あ

%
四

【
W
一
都
、
卯
一
伽
】

●
野
本
,
μ
也
神
学
部
教
授

剛
俳
と
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ

典
1チ
ー

矯
U

【
玲
一
卸
S
W
 
一
即
】

●
沖
田
h
司
文
学
部
教
授

近
代
臼
本
の
私
立
す
る

忠
想
1
新
島
襄
の
場
ム
"

脱
倒
名
の

フ
メ
リ
カ
休
験

"
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル

【
玲
一
卸
S
円
一
幼
】

離
.
●
森
寺
神
学
部
教
授

宗
教
か
ら
よ
む

噐
U

「
ア
メ
リ
カ
」

%
困%

倒

2
杓
・
U
山
な
る
H
本
m
民

難
受
訓
登
録
料
一
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
(
各
3
回
分
)
 
1
0
0
0
円

イ
ン
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
(
1
同
)
 
5
0
0
円

年
度
入
試
か
ら
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ

オ
フ
ィ
ス
(
A
口
)
方
式
を
採
用
1
自
己
ア
ピ

^
困
析
島
の
私
7
Ⅲ
慈

イ
ン
タ
ー
セ
ツ
シ
ョ
ン
C

【
玲
一
鵠
、
卯
一
卯
】

●
抵
'
識
男
杣
学
部
教
授

棉
音
J
と
イ
エ
ス

【
N
 
一
即
、
卯
.
即
】

●
安
枝
英
帥
払
学
部
教
授

新
し
い
男
女
削
用
機
会
吻
等
怯

鼻
染
・
採
用
・
配
肌
・
討
迅
の
平

薯
な
取
り
扱
い
1
均
竹
私
述
反

の
貴
任
と
教
済

ポ
ジ
テ
d
プ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の

取
り
知
み
1
館
別
足
'
の
た
め

の
秋
極
的
捫
枇

セ
ク
シ
十
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

予
勒
1
良
好
な
耻
場
環
境
の
創

迅

%
網
%
働

「
政
教
分
陛
」
の
"
米
比
數

銃
剥
に
み
ろ

「
ア
メ
リ
カ
社
会
と
.
示
教
L

「
民
族
と
氷
教
の
時
代
」

の

次
に
く
る
も
の
コ

%
術

【
円
.
卸
S
即
一
即
】

●
篠
原
総
一
絖
許
学
部
教
授

日
本
軽
許
の
榊
造
変
化
を
ど
う

読
む
か

流
通
か
ら
み
た
織
造
変
化
と
こ

れ
か
ら
の
製
造
業
の
あ
り
方

や
易
か
ら
み
た

擶
迅
変
化
と
牢
洞
化

日
本
的
経
儲
の

栴
迅
変
化
と
"
米
欄
保

イ
ン
タ
ー
セ
ツ
シ
ョ
ン
B

【
弼
一
記
S
即
一
卯
】

●
深
田
木
来
1
 
神
7
部
教
授

~
叩
を
生
か
す
こ
と
ば
一
い
ま
、

ー
ル
や
面
接
な
ど
で
志
願
者
を
多
面
的
に
審

査
1同
志
社
大
学
で
は
来
年
度
の
入
試
か
ら
、
書
類

選
考
や
面
接
な
ど
に
ょ
っ
て
合
否
を
判
定
す
る

「
ア
ド
ミ
ツ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
(
A
0
Π
入
学
審

査
事
務
室
)
方
式
に
ょ
る
入
学
者
選
抜
」
を
導
入
す

る
。
2
年
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
明

年
度
の
入
試
に
ょ
る
入
学
者
選
抜
で
は
ま
ず
神
、

文
(
英
文
・
社
会
学
科
)
、
商
工
の
4
学
部
で
実

施
し
、
将
来
的
に
は
全
学
部
で
実
施
す
る
計
画
だ
。

こ
の
方
式
は
受
験
生
の
高
校
時
代
の
成
績
だ

け
で
は
な
く
、
学
内
外
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
方

面
で
の
活
動
や
能
力
を
多
角
的
に
評
価
し
、
合
否

の
材
料
と
す
る
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の

大
学
が
導
入
し
て
い
る
。
日
本
で
は
慶
應
大
学
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
が
新
設
学
部
に
限
っ
て
実
施

し
て
い
る
が
、
既
設
学
部
を
対
象
と
し
て
全
学
的

な
導
入
を
行
う
の
は
本
学
が
初
め
て
と
見
ら
れ

る
0
選
抜
方
法
は
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
、
志
願
理
由
な
ど

を
書
い
た
受
験
申
込
晝
日
本
語
2
0
0
0
字
程

度
の
自
由
テ
ー
マ
の
エ
ッ
セ
イ
、
調
査
晝
出
身
学

校
の
教
員
1
人
を
含
む
2
人
以
上
の
推
薦
書
な
ど

を
も
と
に
第
一
次
審
査
を
行
う
自
己
ア
ヒ
ー
ル

綿
・
チ
ー
一

鼎
"

【
玲
一
卸
S
W
 
一
部
】

%
困
%
困
%
困

イ
ン
タ
ー
セ
ツ
シ
ョ
ン
A

●
和
Ⅲ
元
 
1
学
部
教
授

極
微
細
の
半
沸
体

爪
子
と
掠
子
と
光
子
の

世
界
イ
オ
ン
の
加
、

分
イ
の
セ
メ
ン
ト

小
さ
さ
の
限
界
に
挑
む

心
了
回
銘

↓
工
m
r
ン
↓
m
m
↓

新
た
に
説
教
を
剖
う

O
o
m
工
一
m
l
》
袷

【
N
一
関
S
肋
一
部
】

●
m
Ⅲ
尚
,
」
商
学
部
教
授

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
舒
世

U
'
職
略

制
雜
化
時
代
に
お
け
ろ
舒
計
の

グ
ロ
ー
ハ
ル
化

グ
ロ
ー
ハ
ル
ピ
ジ
ネ
ス
の
川
共

と
し
て
の
央
緜

美
叩
と
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
n
本
人
症
叩

%
(火)

つ

た
0

'98



は
映
像
な
ど
で
も
よ
く
、
教
員
以
外
の
推
鳶
者
は

例
え
ば
社
会
活
動
の
指
導
者
な
ど
、
親
族
以
外
の

第
三
者
で
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
。
第
二
次
審
査
で

は
面
接
を
行
い
、
各
学
部
で
最
終
的
な
合
否
を
決

定
。
学
力
試
験
は
行
わ
な
い
。

従
来
の
入
試
と
比
較
す
る
と
選
考
に
は
格
段
の

時
間
と
労
力
を
要
す
る
が
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
、
よ
り

多
面
的
な
能
力
を
持
っ
優
秀
な
学
生
を
選
抜
す
る

の
が
狙
い
だ
。
い
わ
ゆ
る
一
芸
入
試
と
比
較
し
て

も
、
志
願
者
の
自
己
啓
発
力
と
表
現
力
を
重
視
す

る
と
い
う
点
で
異
な
る
も
の
と
一
言
え
る
。

こ
の
方
式
に
ょ
る
募
集
定
員
は
各
学
部
定
員
の

5
%
以
内
で
、
計
釦
S
円
人
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
。
選
抜
時
期
は
m
月
か
ら
Ⅱ
月
の
問
。
問
い
会
わ

せ
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
(
合
0
7
5
.

2
5
1
 
.
 
4
6
9
2
^
ま
^
0

る
こ
と
に
な
っ
た
募
集
人
員
は
一
諾
英
文
学
科

で
而
名
、
日
本
語
日
本
文
学
科
で
8
名
、
人
間
生
活

学
科
5
名
、
食
物
栄
養
科
学
科
で
は
食
物
科
学
専

攻
、
管
理
栄
養
士
専
攻
で
そ
れ
ぞ
れ
5
名
、
 
3
名
。

選
考
方
法
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
出
題

教
科
.
科
目
の
内
、
指
定
さ
れ
た
教
科
・
科
目
の
試

験
の
成
曹
よ
り
選
抜
を
行
い
、
本
学
独
自
の
個

別
学
力
試
験
等
は
行
わ
な
い
。
な
お
、
地
理
歴
史
、

公
民
、
理
科
等
選
択
で
き
る
教
科
・
科
目
で
ょ
り
多

く
の
教
科
.
科
目
を
受
験
し
た
者
に
つ
い
て
は
高

得
点
の
教
科
・
科
目
を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

出
願
期
問
は
1
9
9
8
年
1
月
6
e
s
1
月
幻

日
で
幻
日
の
消
印
有
効
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
合

格
発
表
日
は
2
月
W
e

ハ
林
義
武
教
授
、
第
9
回
「
辻
荘
一
・
三
浦

ア
ン
ナ
記
念
学
術
奨
励
」
受

音
楽
学
科
・
小
林
義
武
教
授
金
田
楽
学
)
が
バ
ツ

ハ
研
究
に
関
す
る
論
文
を
始
め
と
し
た
キ
リ
ス
ト

教
音
楽
研
究
に
す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
と
し
て

同
賞
を
授
与
さ
れ
、
 
1
月
Ⅱ
日
立
教
大
学
諸
天
使

礼
拝
堂
に
お
い
て
、
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

同
志
社
女
子
大
学
初
の
名
岩
学
位
贈
呈

7
月
2
日
に
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
新
島
記
<
需
堂

小
礼
拝
堂
に
て
元
本
学
学
長
の
崗
m
昔
円
一
工
子
,

ず
曾
血
氏
(
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
在
住
)
と
兀

女
子
大
学

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す
る
入

学
試
験
を
入

1
9
9
8
年
度
入
試
よ
り
学
芸
学
部
英
語
英
文

学
科
、
日
本
語
日
本
文
学
科
、
生
活
科
学
部
人
間
生

活
学
科
、
食
物
栄
養
科
学
科
に
お
い
て
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す
る
入
学
試
験
を
導
入
す

ソ
ウ
ル
女
子
大
黛
長
、
高
凰
京
(
コ
・
フ
ワ
ン
ギ

ヨ
ン
)
氏
(
韓
国
在
住
)
の
二
人
に
、
本
学
で
は
初

め
て
の
名
誉
学
位
(
名
誉
文
化
博
士
号
)
を
贈
呈
し

た
工
子
ず
理
含
氏
は
1
9
2
9
年
か
ら
同
志
社
女

学
校
、
同
志
社
女
子
専
門
学
校
で
英
文
学
を
教
え
、

1
9
4
9
年
か
ら
本
学
の
初
代
学
長
を
務
め
た
。

高
氏
は
1
9
2
4
年
か
ら
7
年
間
、
日
本
に
留
学

し
、
同
志
社
女
子
専
門
学
校
、
同
志
社
大
学
法
学
部

に
在
籍
。
帰
国
後
は
韓
国
で
の
女
性
の
地
位
向
上

に
尽
力
し
、
 
1
9
5
8
年
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
を
創

立
し
、
初
代
総
長
と
な
っ
た
。

子
芸
学
部
音
楽
学
科
管
弦
楽
団
国
内
演
奏

旅
行音
楽
学
科
の
学
生
に
ょ
る
恒
例
の
管
弦
楽
団
国

内
演
奏
会
が
行
わ
れ
た
。
指
揮
者
・
黒
岩
英
臣
氏

ヒ
ア
ノ
演
奏
は
m
.
ぐ
.
ヤ
3
牙
=
本
学
教
授
の
手
に

よ
り
、
 
9
月
6
日
に
浜
松
・
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
大

ホ
ー
ル
で
、
翌
7
日
に
は
東
京
・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
に
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
「
魔
笛
」
序
曲
ズ

の
N
●
や
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
5
番

変
ホ
長
調
0
で
.
認
「
皇
帝
」
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ

ツ
チ
.
交
響
曲
第
5
番
二
短
調
号
.
ミ
な
ど
が
演

奏
さ
れ
た
。

格
取
得
講
座
開
設

、

在
学
生
の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
た
め
に
、

1

↓
工
m
r
ン
↓
m
仂
↓

O
o
m
工
一
m
l
》
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9
9
7
年
度
後
期
よ
り
δ
讐
ゆ
円
ご
売
ぐ
巴
0
で
ヨ
ゆ
コ
一

ハ
ゆ
ヨ
曾
を
開
設
平
H
の
5
訓
時
、
士
曜
日
の
3
.

4
講
時
を
使
っ
て
、
将
来
に
向
け
て
実
践
的
な
力

を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
誠
座
を
用
意
内

容
と
し
て
は
↓
0
雷
一
模
擬
試
験
や
↓
0
圃
岑
講

座
、
実
用
英
語
技
能
検
定
試
験
琵
の
他
、
秘
書
検

定
や
簡
記
検
定
の
た
め
倫
座
な
ど
8
需
座
が
開

か
れ
て
い
る

1
9
9
8
年
度
よ
り
フ
エ
リ
ス
女
学
院
大

学
と
の
学
生
交
流
制
度
を
開
始

来
年
度
よ
り
横
浜
に
あ
る
フ
エ
リ
ス
女
学
院
大

学
と
の
学
生
交
流
制
度
を
予
定
し
て
ぃ
る
。
対
象

は
本
学
学
芸
学
部
お
よ
び
生
活
科
学
部
の
新
2
.

3
年
次
生
で
、
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
募
集

人
員
は
2
名
程
度
。
制
度
の
概
要
と
し
て
は
、
 
1
年

問
フ
エ
リ
ス
女
学
院
大
学
に
お
い
て
1
学
科
に
所

属
す
る
形
を
取
り
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
の
正

規
学
生
に
準
じ
た
取
扱
い
と
な
り
、
学
内
諸
施
設

の
利
用
も
可
能
。
科
目
選
択
に
お
い
て
も
当
該
学

科
の
み
な
ら
ず
、
他
学
科
・
他
学
部
の
科
目
も
幅
広

く
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
履
修
し
た
科
目
は

修
得
単
位
と
し
て
訟
単
位
を
上
限
に
認
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
フ
エ
リ
ス
女
学
院
大
学
で
の
科
目
履
修

期
問
は
、
本
学
で
の
在
学
期
問
に
含
ま
れ
る
ほ
か
、

学
費
は
通
常
ど
お
り
本
学
の
学
費
を
納
地
フ
エ

リ
ス
女
学
院
大
学
の
学
費
は
免
除
と
な
る
。

な
お
、
正
式
な
協
定
締
結
は
W
月
玲
日
フ
エ
リ

ス
女
学
院
大
学
に
て
執
り
行
う
。

同
志
社
女
子
大
学
り
カ
レ
ン
ト
学
習
講
座

女
子
大
学
で
は
、
一
尿
都
府
り
カ
レ
ン
ト
教
育
推

進
協
議
会
と
の
共
催
で
一
般
社
会
人
を
対
象
に
、

9
月
即
日
(
士
)
か
ら
毎
週
士
曜
日
に
8
回
に
わ
た

り
、
 
1
9
9
7
年
度
同
志
社
女
子
大
学
り
カ
レ
ン

ト
学
習
誠
座
「
日
本
語
の
世
界
」
を
開
催
す
る
。
女

子
大
学
の
吉
野
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

毎
回
異
な
る
訥
師
に
ょ
る
講
座
が
開
か
れ
る
。
会

場
は
女
子
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
楽
真
館
2
階

の
R
2
0
9
教
室
で
、
開
講
時
間
は
玲
時
釦
分

S
M
時
妬
分
ま
で
。
各
回
の
講
座
内
一
谷
.
訥
師
は
以

下
の
通
り
。

第
一
回
「
日
本
語
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
」

(
女
子
大
学
教
授
吉
野
政
治
)

第
二
回
「
敬
語
今
昔
(
い
ま
む
か
し
)
」

爰
子
大
学
専
任
誥
師
森
山
由
紀
子
)

第
三
回
「
こ
と
ば
の
ゆ
れ
と
変
化
」

爰
子
大
学
助
教
授
服
部
匡
)

第
四
回
「
古
典
の
世
界
か
ら
」

爰
子
大
学
教
授
楠
橋
開
)

第
五
回
「
方
言
の
世
界
L

(
神
戸
市
外
国
語
大
学
助
教
授
中
居
幸
比
古
)

新
任
教
諭
・
講
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
月
7
日
⑪

本
年
度
新
任
教
諭
は
国
語
科
・
理
科
各
一
名

4
月
8
日
網

入
学
式
新
入
生
四
0
七
名
の
う
ち
女
子
三
五
名

(
う
ち
外
部
中
学
出
身
者
四
四
名
)
男
子
一
九

二
名
(
う
ち
同
四
六
名
)

5
月
8
日
休

遠
足

5
月
器
日
囲
S
器
日
咽

間
試
験

6
月
2
日
⑪
S
7
日
幽

宗
教
週
問

誠
師
川
上
盾
(
東
神
戸
教
会
)

滝
口
宣
(
久
が
原
教
会
)

草
地
賢
一
(
P
H
D
協
会
)

6
月
2
日
⑪
S
N
日
出

教
育
実
習

キ
リ
ス
ト
教
科
三
名
ほ
か
二
四
名6
月
9
日
⑪

保
護
者
面
談

第
六
回
「
外
国
語
か
ら
み
た
日
本
語
」

(
大
学
専
任
講
師
沈
力
)

第
七
回
「
日
本
語
教
育
の
現
場
か
ら
」

爰
子
大
学
専
任
訥
師
河
野
俊
之
)

第
八
回
「
京
こ
と
ば
の
世
界
」

爰
子
大
学
誥
師
木
村
恭
造
)

O
o
m
工
一
m
l
》
 
8

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

高
等
学
校



期
末
試
験

一
一
・
三
年
生
団
体
鑑

東
京
演
劇
集
団
風
「
へ

一
年
生
ク
ラ
ス
合
宿

7
月
Ⅱ
日
倒
・
口
日
幽

小
松
学
舎
ほ
か
8
会
場
に
て

弁
護
士
安
保
千
秋
氏
「
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
精
神
を
学
校
の
現
場
の
中
で
ど
う
生
か
す

力
」
同
和
委
員
会
主
催
の
人
権
学
習
の
一
環
と
し

て
、
右
の
需
と
標
題
を
得
て
の
訥
演
会
を
も
っ

た
(
6
月
W
日
咽
)
。
い
じ
め
や
登
校
拒
否
問
題
の

現
状
、
校
則
や
体
罰
な
ど
の
実
例
を
切
口
に
、
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
っ
た
。
同
志
社
教
育
の
長
所
を
再
硴
認
す
る
と

と
も
に
、
自
己
満
足
や
恩
い
込
み
の
う
ち
に
陥
穿

や
反
省
す
べ
き
点
も
あ
る
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
、

学
ぶ
と
こ
ろ
の
多
い
有
益
な
会
で
あ
っ
た
。
資
料

と
し
て
配
ら
れ
た
和
洋
の
条
約
文
は
大
変
参
考
と

あ
る
め

な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
沖
縄
市
在
住
の
有
銘
政
夫
氏

を
招
き
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
平
和
と
人
権
に
つ
い
て

匙
銘
深
需
演
会
も
あ
っ
た
(
5
月
M
日
圈
)
。

7
月
4
Π
倒
S
9
日
咽

7
月
W
日
困

レ
ン
.
ケ
ラ
ー
」

於
新
免
<
需
堂

香
里
中
高

始
業
式
1
同
和
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー

校
祖
永
眠
記
念
礼
拝

河
野
t
昭
氏
新
島
襄
と
蘭
学
L

1
月
器
日
咽
・
釦
日
困

学
入
試

2
月
5
日
咽
・
6
日
困

高
校
入
試

高
3
学
年
末
テ
ス
ト
 
2
月
7
日
倒
S
巧
品

2
同
和
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
 
2
月
玲
H
咽

マ
ラ
ソ
ン
大
会

2
月
即
日
困

3
同
和
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
 
2
月
舒
日
困

高
2
以
下
学
年
末
テ
ス
ト
 
3
円
1
日
出

3
月
8
日
出

高
校
卒
業
式

P
T
A
会
誌
『
香
里
の
丘
一
0
号
発
行

終
業
式
・
中
学
卒
業
式

3
月
N
日
咽

ス
キ
ー
学
校

3
月
鈴
日
困
S
部
日
閃

3
月
幻
日
圈

新
入
生
登
校
日

【
九
九
七
年
度
】

4
月
8
日
関

入
学
式

4
月
9
日
咽

始
業
式
1
校
祖
参
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
月
Ⅱ
日
困

浜
名
湖
、
 
2
泊
3
Π

4
月
誕
日
術

P
T
A
総
会

1
月
8
日
咽

1
月
玲
日
困

1
H
訟
日
咽

高
1
校
祖
参
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
月
閉
日
圈

浜
名
湖
、
 
1
泊
2
日

】
見
学
(
大
阪
城
博
物
館
)
 
4
月
器
日
飼

遠
足
(
中
2
若
草
山
、
中
3
神
戸
再
度
山

高
2
神
戸
、
一
局
3
鞍
馬
他
)
 
4
月
閉
日
倒

5
月
7
日
咽

保
健
の
日

高
田
み
ぎ
わ
氏
「
心
の
健
康
L

全
校
生
徒
稔
レ

3
狂
言
(
柿
山
伏
・
附
子
)
 
5
月
8
日
術

高
1
以
下
中
問
テ
ス
ト
5
月
玲
日
圈
S
飢
日
咽

高
2
高
3
一
斉
テ
ス
ト
5
月
Ⅱ
日
団
S
幻
日
咽

5
月
記
日
術

1
遠
足
(
若
草
山
)

教
育
実
習
 
5
月
器
日
圈
S
6
月
6
日
圈

高
校
ス
ボ
ー
ツ
大
会

5
月
部
日
⑪

学
ス
ボ
ー
ツ
大
会

5
月
舒
日
御

示
教
教
育
強
調
週
問6
月
2
日
⑪
S
6
月
7
日
出

特
別
礼
拝

6
月
4
日
休

沌
口
宣
牧
師
「
心
か
ら
願
っ
て
い
る
し
6
月
4
日
咽

宗
教
教
育
教
職
員
研
修
会

本
井
康
博
氏

自
貞
の
杖
事
件
に
見
る
新
島
襄
の
変
貌
」

P
T
A
授
業
参
観
懇
談

6
月
6
日
倹

O
o
m
工
一
m
l
》

↓
工
m
r
力
↓
m
m
↓
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高
校
花
の
日
礼
拝

6
月
W
日
働

杉
本
常
雄
牧
師
「
フ
リ
ー
、
シ
ア
の
香
り
」

学
花
の
日
礼
拝

6
月
Ⅱ
日
咽

多
芸
正
之
牧
師
花
の
顔
」

学
同
和
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
 
6
月
訟
日
困

学
第
1
回
学
校
説
明
会
 
6
月
N
日
出

授
業
公
開

高
3
文
楽
鑑

6
月
Ⅱ
日
四

絵
本
太
功
記
1
尼
が
崎
の
段
1

局
2
歌
錘
伎
鑑

6
月
Ⅱ
日
働

双
蝶
々
曲
輪
日
記
1
引
窓
1

教
職
員
同
和
教
育
研
修
会
 
6
月
玲
日
咽

講
師
椛
秀
晃
氏
「
障
害
生
徒
の
高
校
生
活
」

雨
洪
水
報
発
令
臨
時
休
校
6
月
智
倒

学
学
期
末
考
査
6
月
釦
日
側
S
7
月
5
日
ω

高
校
学
期
末
考
査
 
7
月
3
日
困
S
8
日
働

1
社
会
見
学
(
ヒ
ー
ス
大
阪
)
7
月
N
日
術

中
3
社
会
見
学
(
り
バ
テ
ィ
大
阪
)7
月
Ⅱ
日
圈

終
業
式
・
学
校
内
外
大
掃
除
 
7
月
巧
日
閃

P
T
A
会
誌
『
香
里
の
丘
』
一
一
工
号
発
行

カ
ナ
ダ
語
学
研
修
7
月
鋤
日
咽
S
8
月
W
日
働

女
子
中
高

業
式

3
月
Ⅱ
日
⑪

中
学
2
4
2
名
.
高
校
2
5
7
名
、
ま
た
逢
う

日
ま
で
」
の
讃
美
歌
に
送
ら
れ
、
卒
業
生
は
希
望
を

胸
に
巣
立
っ
て
行
っ
た
。

二
修
学
旅
行
 
3
月
玲
日
働
S
即
日
困

北
九
州
方
面

長
崎
で
は
被
爆
者
の
方
の
体
験
を
聞
き
、
「
平

和
L
 
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

高
二
修
学
旅
行
 
3
月
玲
日
働
S
幻
日
圈

沖
縄
の
雄
大
な
自
然
に
触
れ
、
ま
た
激
戦
区
と

な
っ
た
南
部
で
は
、
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
指
導
の
下
に
「
濠
」
に
入
り
、
当

時
の
人
々
の
苦
し
み
を
各
自
の
心
に
ょ
み
が
え
ら

せ
な
が
ら
、
礼
拝
を
守
っ
た
。

ス
キ
ー
学
舎

一
修
養
会

5
月
Ⅱ
日
出
S
N
日
⑪

本
年
は
丹
波
篠
山
の
「
ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま
」

で
行
わ
れ
た
。
三
日
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ケ
ジ
ユ

ー
ル
を
通
し
て
、
本
校
の
生
徒
と
し
て
の
心
得
や

神
に
つ
い
て
学
び
、
祈
り
の
心
に
触
れ
る
体
験
を

し
た
。花
の
日
礼
拝

6
月
7
日
幽

生
徒
が
持
ち
寄
っ
た
花
を
壇
上
い
っ
ぱ
い
に
飾

4
月
7
日
姻

中
学
、
 
2
4
8
名

高
校
外
部
よ
り
即
名
、
中
学
か
ら
2
4
1
名
で

合
計
2
6
1
名
入
学

子
部
創
立
記
念
日

4
月
幻
日
月

本
校
の
元
校
長
末
光
信
三
先
生
の
お
嬢
様
の

末
光
清
子
先
生
(
現
マ
ク
リ
ン
幼
稚
園
園
長
)
を
お

招
き
し
て
、
デ
ン
ト
ン
先
生
に
つ
い
て
の
お
話
を

聞
く
。
ま
た
、
デ
ン
ト
ン
先
生
没
後
五
十
年
を
記
念

し
て
:
こ
愛
用
の
品
を
ホ
ー
ル
前
に
展
示
し
、
そ
の

お
人
柄
を
偲
ん
だ
。

芸
術
鑑
日

5
月
2
日
儉

長
岡
京
記
念
文
化
会
館
で
、
東
京
演
劇
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
ょ
る
「
奇
跡
の
人
」
を
鑑
賞
、
創
立
零

日
の
末
光
清
子
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
通
り
、

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
は
か
つ
て
本
校
を
訪
問
さ
れ
、
講

演
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
意
味
深
い
一
日
で
あ
っ

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

一
期
 
3
月
玲
日
胸
S
訟
日
出

二
期
 
3
月
器
日
出
S
紛
日
咽

一
期
は
高
校
一
年
生
、
一
爾
は
中
学
三
年
生
で
、

栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
。
本
校
は
伝
統

的
に
付
き
添
い
の
教
員
が
ス
キ
ー
練
習
の
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
。

入
学
式

O
o
m
工
一
m
l
》
認

た
0



り
、
洛
陽
教
会
牧
師
奈
良
い
づ
み
先
生
の
お
話
を

聞
き
、
神
に
感
謝
を
捧
げ
た
。
午
後
は
、
花
を
持
っ

て
施
設
を
訪
問
し
た
。

局
校
総
体

硬
式
テ
ニ
ス
と
フ
エ
ン
シ
ン
グ
が
出
場
。
各
運

動
ク
ラ
ブ
の
顧
問
・
生
徒
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
本

年
は
京
都
が
開
催
地
で
あ
っ
た
の
で
、
総
合
開
会

式
と
相
撲
競
技
の
運
営
に
生
徒
及
び
教
員
が
多
数

参
加
し
た
。

国
際
中
高

4
月
4
日
圈

入
学
式

本
校
で
は
昨
年
の
夏
か
ら
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
設
立
の
た
め
、
校
舎
新
築
及
び
増
改

築
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
夏
休
み
に
完
成
予
定
の

た
め
、
新
学
期
を
例
年
よ
り
約
1
週
間
早
め
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
0

芸
術
鑑

6
月
9
日
姻

6
月
N
日
働

社
会
科
見
学

授
業
に
支
障
の
出
る
騒
音
を
伴
う
工
事
を
こ
の

2
日
間
に
集
中
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
外
で
行
わ
れ

る
学
校
行
事
を
こ
の
時
期
に
ま
と
め
て
行
っ
た
。

今
年
度
の
芸
術
鑑
賞
は
大
阪
厚
生
年
金
会
館
で

中
高
そ
ろ
っ
て
歌
錘
伎
を
鑑
賞
し
た
。
出
し
物
は

「
双
蝶
々
曲
輪
日
記
」
か
ら
「
引
き
窓
」
。
事
前
学
習

の
成
果
も
あ
り
、
生
徒
は
難
し
い
内
容
を
理
解
し
、

楽
し
ん
だ
。

社
会
科
見
学
は
、
例
年
秋
に
行
わ
れ
る
行
事
で

あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
実
施
も
ク
ラ
ス
親
睦
の
た

め
に
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。

中
学
全
学
年
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館

高
校
1
年
京
都
東
山
歴
史
散
策

な
お
散
策
後
 
4
月
5
日
大
雨
の
た
め
、
現
地
ま

で
行
き
中
止
に
な
っ
た
校
祖
墓
参
を
実
施
。

高
校
2
年
飛
鳥
史
跡
サ
イ
ク
リ
ン
グ

高
校
3
年
関
西
学
術
研
究
都
市
施
設
見
学

6
月
釦
日
卿

終
業
式

2
か
月
間
の
長
い
夏
休
み
に
入
る
。
こ
の
間
に

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
、
い
く
つ
か
の
施
設
も
完
成
す
る
0
 
コ
ン
ピ
ユ
ー

タ
の
大
々
的
な
導
入
も
目
前
で
あ
る
。
す
で
に
全

校
生
徒
が
同
志
社
国
際
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
ー
D
を
登
録
し
て
い
る
0
 
2

学
期
か
ら
、
生
徒
達
が
新
し
い
施
設
で
生
き
生
き

と
活
動
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

中
学
校

入
学
式

新
入
学
生
一
百
十
五
名

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ

4
月
Ⅱ
日
困
S
W
日
出

二
期
に
分
け
て
、
近
江
八
幡
国
民
休
暇
村
に
て
。

新
入
生
創
立
者
参

4
月
Ⅱ
日
困
、
四
日
幽

遠
足
(
二
、
三
年
)

4
月
Π
日
困

二
年
滋
賀
県
松
の
浦
、
三
年
滋
賀
県
希
望
ケ
丘

に
て
、
飯
禽
炊
さ
ん
を
し
な
が
ら
、
新
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
親
睦
を
ふ
か
め
た
。

徒
会
委
員
研
修
会

4
月
5
日
出

4
月
N
日
出
、
鈴
日
⑪

宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
て
、
生
徒
会
執
行

委
員
と
三
年
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
委
員
に
ょ
る
研
修
会

4
月
釦
日
姻

鑑

「
山
椒
大
夫
L
(
京
楽
座
)

於
同
志
社
大
学
会
館
ホ
ー
ル

ス
ボ
ー
ツ
テ
ス
ト

5
月
1
日
休

レ
・
り
・
ヘ
イ
ス
リ
ッ
プ
特
別
礼
拝
5
月
玲
日
W

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
凄
絶
さ
を
描
い
た
「
天
と
地
」

↓
工
m
r
>
↓
m
m
↓

O
o
m
工
一
m
l
》
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の
原
作
者
を
迎
え
て

徒
大
会

5
月
巧
日
困

一
年
生
保
護
者
の
た
め
の
学
校
生
活
案
内

の
集
い

5
月
Ⅱ
日
出

教
科
・
校
務
よ
り
の
説
明
と
施
設
・
ク
ラ
プ
見
学

全
校
健
康
診
断

5
月
即
日
関

教
育
実
習
 
5
月
鉛
日
側
S
6
月
7
日
幽

同
志
社
大
学
よ
り
N
名
、
他
大
学
よ
り
4
名

季
宗
教
教
育
強
調
週
問
6
月
2
日
側
S
7
日
出

「
生
き
る
こ
と
が
使
命
」

(
近
江
兄
弟
社
学
園
長
)

大
門
義
和

「
朝
と
共
に
喜
び
が
来
る
し

真
下
潤
(
豊
中
教
会
牧
師
)

「
陽
は
ま
た
の
ぽ
る
し

川
上
盾
(
東
神
戸
教
会
牧
師
)

花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問
 
6
月
7
日
出

「
人
皆
に
美
し
き
種
子
あ
り
し

高
橋
津
賀
子
(
馬
込
教
会
牧
師
)

放
穩
、
花
を
も
っ
て
ホ
ザ
ナ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル

、ノ

部
員
ら
が
水
上
隣
保
館
・
特
護
老
人
ホ
ー
ム
を
訪

問
交
流
し
た
。

英
語
暗
唱
大
会

6
月
N
日
出

第
部
回
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
 
6
月
W
日
咽

全
校
各
ク
ラ
ス
が
学
年
課
題
曲
と
自
由
曲
に
挑

ん
だ夏
期
キ
ャ
ン
プ

一
年
(
全
員
参
加
)

7
月
幻
日
⑪
S
鈴
日
関

四
期
に
分
け
て
各
期
二
泊
三
日
で
、
京
都
府
宮

津
市
由
良
の
本
校
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
。

二
年
(
全
員
参
加
)
 
7
月
幻
日
側
S
8
月
2
日
出

四
期
に
分
け
て
各
期
三
泊
四
日
で
、
長
野
県
白

馬
村
岩
岳
を
べ
ー
ス
に
、
唐
松
岳
に
登
り
、
栂
池

自
然
園
を
見
学
し
た
。

幼
稚
園

一
八
九
七
年
三
月
に
出
町
に
誕
生
し
た
同
志
社

幼
稚
園
は
、
今
年
が
創
立
百
周
年
に
当
り
、
去
る
三

月
に
は
第
百
回
目
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し

た
。
百
周
年
を
記
念
し
て
、
幼
稚
園
で
は
昨
年
十
一

月
か
ら
今
年
六
月
に
か
け
て
次
に
記
す
記
念
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

一
園
児
と
母
親
に
よ
る
記
念
集
会

於
同
志
社
幼
稚
園

前
同
志
社
社
史
資
料
室
長
、
河
野
仁
昭
氏
の
講
演

「
新
島
襄
の
少
年
時
代
」

Ⅱ
月
釘
日
咽

⇔
記
念
式
典
な
ら
ぴ
に
記
念
祝
賀
会
於
都
ホ
テ
ル

在
園
生
、
卒
園
生
関
係
、
旧
教
員
、
同
志
社
関
係
者

な
ど
三
百
八
十
余
名
が
出
席

国
記
念
冊
子
の
発
行

兀
園
長
の
幼
稚
園
在
籍
当
時
の
思
い
出
と
同
志
社

幼
稚
園
百
年
の
歴
史
を
記
す

1
月

四
記
念
講
演
会於
神
学
館
礼
拝
堂
 
6
月
7
日
①

講
師
茶
道
裏
千
家
家
元
千
宗
室
氏

演
題
「
幼
稚
園
の
思
い
出
」

国
雲
植
樹

4
月
釦
日
咽

幼
稚
園
園
庭
に
「
桜
L
 
と
「
花
水
木
L
 
を
植
樹

因
園
庭
に
百
周
年
記
念
総
合
遊
具
の
設

固
百
周
年
記
念
募
金

キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
に
基
づ
い
た
同
志
社
の
立

学
の
精
神
を
順
{
寸
し
、
百
年
と
い
う
永
い
年
月
に

亘
っ
て
同
志
社
幼
稚
園
の
働
き
は
守
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
現
在
も
、
園
児
た
ち
に
は
人
の
心
を
大
切
に

し
、
自
然
や
動
、
植
物
を
愛
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

語
り
か
け
、
こ
の
精
神
が
生
か
さ
れ
る
保
育
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
百
年
と
い
う
歴
史
の
重
み
を
真

埜
に
受
け
と
め
、
同
志
社
幼
稚
園
に
集
う
園
児
た

ち
の
心
の
中
に
温
か
い
思
い
や
り
が
生
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

2
月
M
日
⑪

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

O
o
m
工
一
m
エ
ン
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